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【 研究課題 】 

教育・保育理論 

 

【 研究・研修の視点 】 

幼保連携型認定こども園教育・保育要領の改訂では、特に 0・1・2歳の保育で「受容」や「共感」

「応答」の大切さが強調されている。乳幼児期は、子どもと身近な大人との間に安心と信頼関係、

いわゆる愛着の形成を促すことが重要であるが、最近の子育てを取り巻く状況については、様々な

課題が指摘されている。特に親が子どもの前でスマホや他のことに気を取られてしまうことは、ア

イコンタクトや話しかけ・応答の減少、愛着が育たない、言語発達の遅れなど乳幼児期の発達に悪

い影響を与え、現代社会における大きな問題となっている。 

そこで開園当初より、取り入れているノーメディアデーの取り組みをもとに、メディアと子ども

の発達について考えてみることにした。 

 家庭ではノーメディアデーを通して家族団らんの時間を作り、子どもとしっかり向き合い、話を

聞いてあげることを心掛けてもらい、こども園では「早寝・早起き・朝ごはん」をキャッチフレー

ズに朝元気に登園し、こども園での自然を生かし、元気いっぱい自然の中で過ごさせたいと考える。 

 

【 主な研究・研修の内容と計画 】 

  ◇ 全クラスでノーメディアデーを取り組んでいるが、3・4・5歳児に重点をおき、研究を行う。 

◇ 発達の連続性を考慮したうえで、教育・保育の在り方・子どもの生活や育ちについて考える。 

  ◇ 子どもにふさわしい生活リズムを獲得するために、家庭と連携し、子どものメディアに接する

時間を振り返り、今一度生活リズムを見直す。 

  ◇ ノーメディアデーの取り組みを通し、子どもの遊びを振り返り、遊びを豊かにできるよう考える。 

  ◇ 園は森の中にあり、周囲の豊かな自然を利用して、五感を育てる遊びの工夫に努める。 

 

【 研究の概要 】 

１ 研究・研修テーマの捉え方 

・ 幼児期の教育は、遊びを中心としながら、生涯にわたる人格形成の基礎を培うものであるた

め、この研究を通して、子どもが主体的・積極的な活動ができるよう、メディアに頼らず遊ぶ

ためには、どのような環境が必要なのか年齢に応じた遊びを考えていきたい。 

また、五感からの刺激によってシナプスが増え、脳が発達することから、自然や周囲の環境

の中で子どもたちが自ら遊びを考え、楽しんでいけるようにしていきたい。 

 

 

第６分科会 

 発達の連続性を踏まえた幼児教育 

～こども園の自然を生かした遊びとノーメディアデーの取り組みについて～ 

問題提起園  

問題提起者 若竹 明音 
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㸰 研究の内容 

 ・ 開園当初から行っているノーメディアデーの取り組みが῝くᾐ㏱するよう、保ㆤ⪅・子ども

たち࡬の周▱の௙方を考える。 

・ アンࢣートを行い、⤖ᯝを周▱し、保ㆤ⪅㸪子どものノーメディアデーの取り組み࡬のព㆑

を㧗める。 

・ 自然にゐれて生活することのព࿡は大きいことから、全身で自然を感じ取れるよう「見て、

聞いて、ゐれて、Ⴅいで、㣗࡭て」の五感が育つような遊びをᥦ౪する。�園内の自然環境をᩚ

ഛ� 

  ・ こども園の自然豊かな環境は、脳の発達にどのような影響をཬࡰすか考える。 

 

㸱 ᐇ㊶౛ 

・ 全体的な取り組み 

ձ 保ㆤ⪅と子ども࡬のノーメディアデーの周▱ 

 �チ࢙ック⾲の改ၿ� 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 �ノーメディアデーのᐇ᪋アンࢣート� 

 
 
  

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

⤖ᯝ㸸ᅇ答⋡がୖがり、ព㆑が㧗まった。 

30 ᪥ 

4 ᭶ 5 ᭶ � ᭶ 

10 ᪥ 

20 ᪥ 

１年間ศをシーࣝᖒに㈞る。 

┠にゐれにくく、グ入₃れが 

ከかった。 

前᪥に連⤡ᖒに㈞る。 

┠にゐれやすくなり、 

グ入₃れが少なくなった。 
内容を᳨ウした⤖ᯝ 

家での様子がわかった。 

 

㸿

㸿 

㹀 

㹀 

㹁 

㹁 

ẖ᭶ 10 ᪥ 20 ᪥ 30 ᪥のノーメディアデーが 

㸿㸸Ᏺられている  㹀㸸1㹼2 ᅇᏲられている  㹁㸸Ᏺられていない

⤖ᯝ㸸�0㸣࡯どは、Ᏺられる子がฟてきている。

㹐㸰年㸰᭶ᐇ᪋ 㹐㸰年㸴᭶ᐇ᪋ 

ノーメディアデー 

㸦 㸧Ᏺられた㸦 㸧Ᏺられなかった 

・ఱをして過ごしましたか 

㸦          㸧
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�╧╀時間調ᰝ�  

・ 脳の成㛗には、╧╀時間が大きく関係することから、ノーメディアデーの᪥と、それ௨እ

の᪥で、╧╀時間の調ᰝを行った。 

 ࠒノーメディアデーとそれ௨እの᪥の╧╀時間のẚ㍑ࠑ

 ノーメディアデー ノーメディアデー௨እ 

3 歳௨ୖ児 ��� 時間 ��4 時間 

3 歳ᮍ‶児 ��5 時間 ��3 時間 

園での᫨寝の時間までྵめ、10 ۑ   時間から 11 時間⛬度╧╀時間をとれている。 

 。ノーメディアデーをព㆑することで、ᑵ寝時間が早まり、╧╀時間が増えている ۑ  

 

    子どもにとって╧╀は「脳を๰り、育て、Ᏺる」大஦な時間です。㸱歳までに脳の⚄⤒ 

⣽⬊の基礎ができୖがると言われており、その期間にスマホやࢤームによる人工ග⥺や刺 

激的な画ീを見せると脳の発達に悪影響を与えます。寝つきが悪く、寝起きにࡄずるよう 

になったり、イライラして⒯Ⓝをおこしやすくなります。また、༑ศな╧╀をとっている 

子どもでは、グ᠈をྖる脳のᾏ㤿が大きいこともศかっています。 

   脳の発達の視点から乳幼児期の╧╀は㠀ᖖに大஦なのです。  �ຓ言のඛ生より� 

 �園での生活リズムの見直し�  

    ༗ᚋからの活動 
  

   
 朝の会などで、0のつく᪥にఱをして過ごしたか遊んࡔかを聞き、子どもたち࡬ព㆑௜けしていく。 

 �。ノーメディアデーの᪥がわかる�㸱・㸲歳児 ͐ ⡆༢なきまりがわかる。 ۑ

 と「よࡔ今᪥はノーメディアデー、㸮のつく᪥」をみているとࣅ㹉⏨ ͐ ∗親がテレ ࠒ౛ࠑ     

             言って㹉⏨がテレࣅをᾘした。 

 。をᾘしたࣅをみていたが、ノーメディアデーと気௜き、テレࣅ㹒子 ͐ テレ ࠒ౛ࠑ     

 。㸳歳児 ͐ ┠的に向かって自ら考え、行動しようとする ۑ     

 ノーメディアデーと気௜き、園からᖐってからの遊びを考、ࡄ㹋子 ͐ 起ᗋしてす ࠒ౛ࠑ     

             えていた。家族みんなで遊࡭る遊びを考え、楽しみにしている。 
   

      ⤖ᯝ㸸朝の会➼で話をする中で、子どもたちからࠑ౛ࠒのような言ⴥもฟるようになっ

た。子どもたち自身のព㆑もኚわってきていて、自ら㐍んでᏲࢁうとするព㆑が

ఏわる。 

 

˓ 乳幼児期の脳は、寝ている時間に発達することから「╧╀が大切」。 

     㹼 ᫨寝      

     15㸸15 㹼     おやつ  

     15㸸40 㹼 1�㸸00 㝆園‽ഛ  

     1�㸸00 㹼 1�㸸30 ௨ୖ児㞟まり 

               ᖐりの会 

     1�㸸30 㹼     㝆園 

㹼 ᫨寝      

15㸸00 㹼     おやつ  

15㸸30 㹼 1�㸸30 ྛ㺖㺵㺛ごとの活動 

          ᖐりの会 

1�㸸30 㹼     㝆園 
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ղ こども園の自然の中で五感を育てる。 

・ 自然の中で遊ぶことにより、園児は全身で自然を感じ取る体㦂をして、心が⒵されると

共にከくのことをᏛんでいる。 

園生活の中で、できるࡔけ身近な自然にゐれるᶵ会をከくし、園児なりにその大きさ、

⨾しさ、୙ᛮ㆟さなどを全身で感じ取る体㦂をもつことが大切である。 

保育教ㅍは、園内እの自然の状況をᢕᥱして積極的に取り入れるなど、園児の体㦂を豊

かにする環境を作りฟし、園児がዲወ心や᥈ồ心をもって見たり、ゐれたりするጼを見Ᏺ

ることが大切である。 

 園での自然ی 

 

 

 

生き≀ 

 

 

 

 

環境 

 

 

 

 

 

཰✭≀ 

᫓�4㹼� ᭶� 

͌ 㺱㺻㺚㺹㺟㺌㺑 ͌ 㺱㺻㺕㺟㺌㺑 

͌ てんとう⹸  ͌ 㺞㺼㺻㺘㺼⹸ 

͌ 㺮㺮㺛㺼 ͌ おたまじࡷくし 

͌ 㺔㺒㺷  ͌ 㺱㺖㺼㺵  ͌ 㺓㺗㺵 

͌ うࡄいす  ͌ ࡯ととࡂす 

͌ ⲡ㺝㺶 

͌ 森᥈᳨ 

͌ もみじの᪂ⱆ 

 

 

͌ 㔝いちご  ͌ いちご  

͌ ᱵ  ͌ おⲔ  ͌ ⋢ࡂࡡ 

͌ そら㇋  ͌ あけび 

͌ じࡷがⰞ  ͌ ྂཧ➉ 

͌ さくらんࡰ 

 

 ᱵᖸし作りۼ

ኟ��㹼� ᭶� 

͌ 㺨㺼㺍㺞  ͌ かぶと⹸ 

͌ くわがた⹸ 

 

 

 

͌ ⲡ㺝㺶 

͌ 森᥈᳨ 

 

 

 

͌ すいか  ͌ ぶどう 

͌ ኟ㔝⳯ 

 
㺕㺋㺑㺶 

 
㺢㺭㺢 

 
㺩㺽㺎㺭㺻 
㺓㺖㺵 

 
とうもࢁこし 

  

⛅�10 ᭶㹼12 ᭶� 

͌ 㺘㺓㺹㺕㺼  ͌ とんࡰ 

 

 

 

 

͌ ⲡ㺝㺶 

͌ 森᥈᳨ 

͌ もみじ�⣚ⴥ� 

 

 

͌ みかん  ͌ しいたけ 

͌ ᰩ  ͌ もみじ 

͌ さつまⰞ  ͌ どんࡄり 

 

 

 

 きⰞ↝ۼ

෤�1 ᭶㹼3᭶� 

 

 

 

 

 

͌ 㟖が㝆りる 

͌ ị㸪㞷ࡔるま作り 

͌ 㺗㺼㺸㺻㺡㺼ができる 

͌ ⲡ㺝㺶 

͌ 森᥈᳨ 

͌ きんかん 

͌ 㺬㺽㺻㺔㺻 

͌ 㺸㺱㺻 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 自然の中にいるࣅ࣊、ム࢝デなど、༴㝤な生き≀もその㒔度ఏえる中で、わかるようになってきた。

➉の子 

ᱵ 

そうめんὶし 

野
い
ち
ご
ジ
ュ
ー
ス
作
り 

草
ソ
リ 
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˙ ᒣ᥈᳨ 

   ᒣの中をᩓṌ㸸年㸰ᅇ⛬  

 

 

 

˓ 年㛗児 

１人の⏨の子がかずらを見つけ登りฟすと、ḟからḟ࡬と他の子たちも登りጞめた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

˓ 年中児 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 

 

 

かずらにぶらୗがって遊ぶ Ѝ 

保育教ㅍ・⫋ဨでᒣの中をᩚഛし、年中児・年㛗

児は１㐌間に１度ᒣの中に入り、ᮌに登ったり

かずらを利用し、ぶらୗがったりと、それࡒれに

ᒣの中での遊びをみつけ、遊ぶようになる。 

年齢に応じた遊びが 

見えてくる 

かずらにぶらୗがって遊ぶЍ 

Ћ大きなⴥっぱを㢌にのせて、森のくまさんになった気ศ
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˓ 年ᑠ児 

 ッタみつけにክ中ࣂ     

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

㸲 まとめ 

 開園当初から取り組んできたノーメディアデーについて研究をすることにより、保育教ㅍもノ

ーメディアデーの大切さを෌☜認した。子どもたちや保ㆤ⪅࡬の周▱のᾐ㏱に努め、�0㸣の子ど

もたちがᏲࢁうとព㆑するようになった。 

    ຓ言のඛ生より、メディアが脳に与えるᘢᐖが大きいこと、乳幼児期は寝ている間に「脳を作

り・育て・Ᏺる」ことから╧╀の大切さをᏛび、ノーメディアデーを続けることの大切さを共に

෌認㆑できた。 

園は森の中にあり、この自然豊かな環境を園児の教育㈨※として᭷ຠに౑いメディアから㞳れ、

自然での活動に重点をおいた。保育教ㅍ・⫋ဨは子どもたちが自然体㦂を༑ศに得られるように

するために、ᒣをᩚഛした。ᒣ᥈᳨をし、かずらを利用し、登ってみたり、ぶらୗがってみたり、

ᮌいちごを見つけたり、大きなⴥを㢌にのせചにしたりした。このような体㦂を通して子どもの

五感が発達し、ࡦいては脳の発達にいい影響を与えるものと考える。㹒㹔やࣅデ࢜などメディア

を通しての間接体㦂が増えてきている現代、全身で自然を感じとる体㦂ができているのではない

かとᛮう。 

 

㸳 今ᚋの課題 

・ 年齢を重ࡡるごとに自ศで考え、自ศで行動するຊが㣴われていく中で、ノーメディアデ

ーをప年齢の時期から定期的に取り組ࡴことで、メディアにᑐしても自ศで㑅ᢥするຊを௜

けるようにしていきたい。 

・ こども園での自然あふれる環境をフࣝに生かして遊びを中心に子どもたちの自ら考えるຊ

をᘬきฟせるよう保育教ㅍが遊びをᥦ౪し、子どもたちが遊びを工夫していけるようにして
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いきたい。 

   ・ 人間は、自然の一㒊であるということを自然体㦂を通して気௜く子どもが一人でも増える

よう、今ᚋも取り入れていきたい。 

指ᑟຓ言㸸増⏣ᙲ๎ඛ生�増⏣クリࢽック� 

 


